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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 

 本研究では、スマートフォンなどのセンサを用いた行動認識技術のために、インター

ネットを介して、センサデータと教師行動ラベルからなる学習データを不特定多数の参

加者から収集し、その品質を高める方式を提案する。学習データの質を向上させるため、

行動クラスのバランスと認識精度の高さを評価関数とし、能動学習で使用される評価指

標を活用する。本研究では、クラウドソーシングを実施し、提案手法の優位性を実証し

た。 
 

学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

1. 学位申請者が主体的に取り組んだ研究成果であること  
2. 論文の問題設定が、行動認識と機械学習に関する学問的蓄積を踏まえて明確に 

示され、学術的あるいは社会的な意義を有すること  
3. 行動認識機械学習のための効率的なデータ収集に関する検討は新規的かつ独創

的であり、当該分野の学問の発展に貢献できる内容を含むこと  
4. データ工学から深層学習まで広範な先行研究調査や事実調査が適切であり、研究

の学術的あるいは社会的位置づけを明示していること 
5. 研究の方法が明確かつ具体的に記述されていること  
6. 語法、文章表現、引用等が適切になされ、博士論文として体裁が整っていること  
7. 論文内容の発表と質疑に対する応答が、論理的かつ明解に行われたこと 
8. 学術研究が従うべき規範と研究倫理を守っていること 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、論文審査委員会において慎重に

審査した結果、本論文が博士(工学)の学位に十分値するものであると判断した。 


